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業務用米向け多収品種の低コスト栽培  

 

 

近 年 、 米 の 需 要 は 下 が っ て お り 、 需 要 に 応 じ た 米 生 産 が 必 要 で す。

中食・外 食向 けの 米（業務 用米）は 一定の 需要 があ り ますが、低価 格

である こと が求 め られ 、生 産者 所得 を確保 する ため に はコス トを かけ

ずに多 収を 達成 す ること が重 要で す 。そ こで 、業 務用 米向け 多収 品種

と当担 当で 開発 し た乾田 直播 栽培 技 術、リモ ート セン シング によ る追

肥診断 技術 を組 み 合わせ て 、低 コス トな業 務用 米栽 培 体系を 開発 しま

し た 。 こ れ ら の 成 果 な ど を 取 り ま と め 、「 埼 玉 県 水 稲 乾 田 直 播 栽 培 マ

ニュア ル」を 2024 年 2 月に公 表し まし た 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 水 田 高 度 利 用 担 当   TEL 048-536 -8321）  

業 務 用 米 向 け 品 種「 ほ し じ る し 」 

多 肥 で も 倒 伏 し に く い  
 

直 播 作 業 （ 上 ） と リ モ ー ト セ ン

シ ン グ に 使 う ド ロ ー ン と カ メ

ラ （ 下 ）  

試 験 期 間 中 の 品 種 別 平 均 収 量  

「 ほ し じ る し 」 は 埼 玉 県 平 均 の

約 1.25 倍  

「 ほ し じ る し 」正 規 化 植 生 指 数

（ NDVI） に よ る 穂 肥 要 否 判 断  

N D V I は稲体の繁茂度

を示し、穂肥施用時期

の N D V I が低いときに

穂肥の効果が高い  


